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賃金実態調査が始まります！
ＪＲ九州労組は、組合員の労働条件改善にむけ、春季生活闘争や労働協約
改訂等で協議を行い、着実に労働条件を改善してきました。

賃金実態調査は、組合員の賃金等の実態を確認し、目標賃金や世間水準等
との比較・検証を行い、会社との交渉の重要な「武器」として活用するた
めに実施しています。正確なデータを抽出するために100％の集約にむけ
た取り組みをお願いします。

皆さんが提出してくださるデータが
交渉する上での「大きな武器」です！

・ ５年連続のベースアップ（2015～2019）
・ 55才以降の基本給支給率の見直し
・ 地域社員の基本賃金表の見直し

・ 年間休日増（特別休日の見直し）
・ 時間外労働の縮減
・ フレックスタイム制の試行的導入と

適用範囲の拡大

・ 年休の時季指定義務（各年度５日）
・ 年休付与日数等の見直し
・ 指令長手当の新設

対象者 組合員全員（嘱託再雇用社員は除く）

対象賃金 2020年９月分支給（９月２５日）の給与明細で調査

本部集約締切 1０月１５日（木） 期日厳守

※記入した調査用紙を分会役員に提出してください。

実際に賃金実態調査のデータを基に
会社とし協議して実現した内容

（※最近の主なものを抜粋）
調査結果によりＪＲ九州社員の●歳代の賃金は

世間水準と比べて●●であることが明らかだ！


